
令和４年度雲南市監査実施計画 

 

Ι．実施方針 

令和４年度においては、長期化する新型コロナウイルス感染症による地域経済への影

響に加え、令和３年７月に発生した、これまでに経験したことのない豪雨災害の復興に

向けた取組みが急務となっている。 

また、近年の大型普通建設事業の影響による地方債残高の増加など、厳しい財政状況

が見込まれる。引き続き市政運営の基本方針に基づく施策の展開を図りつつ、安定した

行政サービスの提供のため、財政健全化に向けた取組みが必要となる。 

このような状況のなか、監査、検査及び審査（以下「監査等」という。）にあたって

は、本市を取り巻く内外の諸状況を勘案し、市民の視点に立って、雲南市監査基準に基

づき下記のとおり実施する。 

（１）事務事業や予算の執行が法令等にのっとり、適正に処理されているかという合規

性の観点から行う。 

（２）所期の目的を達成しているかという有効性、経費に見合うだけの成果をあげてい

るかという効率性の観点から行う。 

（３）監査結果を広く公表することにより、本市行政の透明性と信頼性を高める。 

 

Ⅱ．監査計画 

 １．令和４年度に実施する監査等は次のとおりとする。 

（１）財務監査 

    ①定期監査 

     市の財務に関する事務の執行及び事業管理が法令等の定めるところに従い、適正 

    かつ効率的に行われているかを主眼として監査する。 

        

（２）財政援助団体等に対する監査 

①補助金交付団体 

 市が財政援助等を行っている事業に対し、交付した補助金等に係る出納及び補

助金等が目的に沿って適正で有効かつ効率的に行われているかを主眼として監

査を実施する。 

 



②出資団体 

 市が出資等を行っている団体について、事業が出資等の目的に沿って適切に運

営されているかを主眼とするとともに、費用対効果をはじめとする経営的な観点

にも留意して実施する。 

③公の施設の指定管理者 

公の施設が住民に十分利用され、住民の満足が得られるように管理、運営され

ているかを主眼とし実施する。 

 

  （３）例月現金出納検査 

    ①現金の出納状況 

各会計の現金の出納について、毎月の計数を関係諸帳簿と照合確認するととも

に検査当日の現金保管状況を検査する。市の財政収支の動態を計数面より把握し、

各種監査の効率的な執行に活用する。 

    ②伝票確認 

     支出伝票について、雲南市財務規則等に基づき適正に事務処理されているかを

確認する。 

 

  （４）決算審査 

  ①一般会計及び特別会計 

     決算計数の確認及び分析を行い、予算の執行、資金運用及び財産管理の状況に 

    ついて審査する。 

  ②公営企業会計（水道事業・工業用水道事業・下水道事業・病院事業） 

     決算計数の確認及び分析を行い、経営成績、財政状態及び建設改良事業につい 

    て、経済性の発揮及び公共性の確保がなされているかを主眼として審査する。 

 

  （５）基金の運用状況審査 

   基金の運用状況を示す書類の計数の正確性を検証するとともに、基金の運用が

適正かつ効率的に行われているかを主眼として実施する。 

 

（６）健全化判断比率等審査 

   健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負 

  担比率）及び公営企業における資金不足比率について、比率の算定基礎となる書

類の計数が正確であるか、比率が適正であるかを主眼として実施する。 



（７）行政監査 

   市の事務の執行が、法令等の定めるところに従って、適正で有効かつ効率的に 

  行われているかを主眼として、各部局等に共通するテーマを選定して監査を実施 

する。行政監査は定期監査にあわせ実施するほか、監査委員が必要と認めたとき 

に実施する。 

 

  （８）その他（請求監査等） 

     住民監査請求、市長の要求に基づく監査、議会の請求に基づく監査等があった 

    場合、その都度判断し対応する。 

 

 ２．監査等の実施予定時期 

   監査等の実施予定時期については、別紙「令和４年度監査等の実施予定時期」のと

おりとする。 

 

３．監査等の実施体制 

監査委員２名による監査等を実施し、事務局職員２名が補助をする。 

 

４．監査等の対象及び手続 

監査等の対象及び手続については、各種監査等実施計画において別途定める。 

 

５．監査等の報告・公表 

    監査等の結果については、法令に基づき、市長・議会等に報告する。 

また、公表は告示に併せ、雲南市ホームページで公表する。 

    

Ⅲ. 品質管理方針  

１．基本方針 

監査等が、雲南市監査基準、監査実施計画等に適合し、適切に実施されているかに

ついて品質管理を実施する。なお品質管理方針は、環境等の変化に応じて適宜見直す

ものとする。 

 

 ２．実施方法 

（１）日常的な品質管理 



   事務局職員は、監査等の各段階において、下記により実施する。 

① 監査等の重点事項等踏まえたチェック項目を記載したチェックシートに

よる確認 

② 指摘事項等に関して実査で確認した内容の記録による確認 

③ 徴取した帳票や関係法令等の根拠資料による確認 

 

  （２）定期的な品質管理 

     監査委員は、指摘事項や監査対象の部局の監査内容について、事務局に監査記 

    録等の提示と説明を求め、定期的に確認する。 
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